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令和４年５月号　２

令和４年度 鶴居村予算は
52億3,580万円

■
歳
入

　

令
和
４
年
度
予
算
の
内
容
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　

一
般
会
計
は
44
億
２
，８
０
０
万
円
で
あ
り
、
特
別
会
計
を
合
せ
た
総
額
は
52
億
３
，

５
８
０
万
円
の
予
算
規
模
と
な
っ
て
い
ま
す
。
前
年
度
予
算
と
の
比
較
で
は
、
令
和
３

年
度
に
新
総
合
体
育
館
の
建
築
主
体
工
事
が
完
了
し
た
こ
と
か
ら
７
億
６
，２
０
０
万

円
減
額
（
△
14
．７
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
令
和
４
年
度
は
、
つ
る
い
未
来
創
造
プ

ラ
ン
（
第
５
次
鶴
居
村
総
合
計
画
）
に
基
づ
い
て
、
子
育
て
環
境
や
高
齢
者
福
祉
の
充

実
、
産
業
の
振
興
や
定
住
化
の
促
進
な
ど
を
重
視
し
た
予
算
計
上
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
歳
出

　

村
税
は
、
４
億
５
８
１
万
円
と
し
、
前
年
度
対
比

で
５
．５
％
の
増
額
で
見
込
ん
で
い
ま
す
。
村
民
税

は
、
所
得
環
境
の
改
善
等
に
よ
り
増
収
を
見
込
み
、

前
年
度
比
＋
１
．５
％
の
増
、
固
定
資
産
税
に
つ
い

て
も
農
業
関
連
施
設
の
設
備
投
資
等
に
よ
る
増
収
を

見
込
み
＋
８
．６
％
と
し
て
い
ま
す
。

　

歳
入
で
大
き
な
割
合
を
占
め
る
地
方
交
付
税
は
、

国
の
計
画
等
に
基
づ
き
、
20
億
６
，６
７
１
万
円
を

見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

国
・
道
支
出
金
は
、
子
ど
も
・
子
育
て
事
業
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
関
連
事
業
、
橋
や

住
宅
の
改
修
、
森
林
整
備
事
業
等
、
村
で
実
施
す
る

様
々
な
事
業
に
対
す
る
補
助
金
等
に
よ
り
、
４
億
９
，

０
４
０
万
円
と
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
収
入
と
し
て
は
、
公
共
施
設
整
備
の
財
源

と
す
る
基
金
等
か
ら
の
繰
入
（
貯
金
の
取
崩
し
）、

ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
等
、
全
体
で
２
憶
１
，９
４

５
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

村
債
（
村
の
借
金
）
は
、
新
総
合
体
育
館
外
構
工

事
や
庁
舎
機
能
改
善
事
業
、
鶴
居
中
学
校
大
規
模
改

修
事
業
等
の
財
源
と
し
て
５
億
９
，５
６
０
万
円
と

し
て
い
ま
す
。
な
お
、
村
債
の
償
還
（
返
済
）
額
に

対
し
て
国
か
ら
そ
の
7
割
が
地
方
交
付
税
と
し
て
補

て
ん
さ
れ
る
過
疎
債
等
、
財
政
的
に
有
利
な
地
方
債

を
借
入
れ
て
い
ま
す
。

　

人
件
費
や
公
債
費
（
借
金
の
返
済
）、
福
祉
に
関

わ
る
経
費
で
あ
る
扶
助
費
の
義
務
的
経
費
は
、
人
件

費
で
村
職
員
の
新
規
採
用
や
給
与
改
定
に
よ
る
増
、

公
債
費
は
過
去
に
借
入
れ
た
村
債
の
償
還
開
始
に
よ

る
増
と
し
、
全
体
で
前
年
度
対
比
８
．５
％
増
額
の

14
億
７
，５
７
２
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　

　

投
資
的
経
費
（
普
通
建
設
事
業
費
）
は
、
新
総
合

体
育
館
外
構
工
事
、
庁
舎
機
能
改
善
工
事
、
中
雪
裡

下
久
著
呂
線
改
良
舗
装
工
事
、
地
域
加
工
体
験
施
設

建
設
工
事
、
民
間
賃
貸
住
宅
建
設
促
進
支
援
事
業
、

村
道
や
林
道
の
整
備
な
ど
に
よ
り
総
額
で
11
億
７
，

０
７
４
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

物
件
費
に
は
、
各
公
共
施
設
等
の
管
理
経
費
の
他
、

令
和
３
年
度
か
ら
開
始
し
た
保
育
園
・
小
中
学
校
の

給
食
費
無
償
化
事
業
、
景
観
計
画
策
定
事
業
、
地
域

脱
炭
素
化
基
礎
調
査
委
託
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
、
新
総
合
体
育
館
備
品
整
備
事

業
等
に
よ
り
、
７
億
３
，９
８
３
万
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

補
助
費
等
に
は
、
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
や
耐
震
性

貯
水
槽
整
備
に
係
る
釧
路
北
部
消
防
事
務
組
合
負
担

金
等
に
よ
り
、
６
億
７
，４
１
０
万
円
を
計
上
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
積
立
金
は
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
等
の
積

立
額
を
計
上
し
、
８
，９
４
３
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

村
民
主
役
・
未
来
創
造

〜
子
供
達
や
次
世
代
に
夢
と
希
望

　

が
届
く
村
づ
く
り
の
実
現
〜



３　令和４年５月号

一般会計歳入予算の内訳

一般会計歳出予算の内訳

一
般
会
計
の
総
額
は　

44
億
２
，
８
０
０
万
円

村税の
内訳

費目別
の内訳



令和４年５月号　４

貯
金（
基
金
等
）と
借
金（
村
債
）の
状
況

　

予
算
の
不
足
や
村
債
の
返
済
、
特
定
の
目

的
な
ど
の
た
め
に
村
で
は
基
金
を
設
置
し
て

い
ま
す
。
令
和
３
年
度
末
で
は
一
般
会
計
と

特
別
会
計
を
合
せ
て
17
基
金
あ
り
、
現
在
高

の
合
計
は
49
億
４
，８
１
１
万
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
大
規
模
な
災
害
や
臨
時
的
な
支
出

な
ど
に
備
え
て
、
村
の
基
金
と
は
別
に
北
海

道
市
町
村
備
荒
資
金
組
合
が
運
用
す
る
備
荒

基
金
へ
の
積
み
立
て
を
行
っ
て
お
り
、
令
和

３
年
度
末
の
現
在
高
は
19
億
２
，２
８
８
万

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

基
金
と
備
荒
資
金
を
合
せ
た
総
額
は
68
億

７
，０
９
９
万
円
で
あ
り
、
村
民
一
人
当
た

り
に
換
算
す
る
と
２
７
８
万
円
の
貯
蓄
額
と

な
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
令
和
４
年
度
予
算

で
は
事
業
な
ど
の
財
源
と
し
て
３
億
５
，０

５
９
万
円
を
取
り
崩
す
予
定
で
す
。

　

村
債
の
令
和
３
年
度
末
の
現
在
高
は
一
般
会

計
で
56
億
１
，１
５
５
万
円
、
水
道
及
び
農
業

集
落
排
水
事
業
の
特
別
会
計
で
１
億
６
，４
６

８
万
円
、
合
せ
て
57
億
７
，６
２
３
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。
村
民
一
人
当
た
り
に
換
算
す
る
と

２
３
４
万
円
の
借
金
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
４
年
度
予
算
で
は
新
総
合
体
育
館
外
構

工
事
、
庁
舎
機
能
改
善
事
業
、
中
雪
裡
下
久
著

呂
線
改
修
、
鶴
居
市
街
１
条
通
整
備
事
業
、
鶴

居
中
学
校
大
規
模
改
修
事
業
、
旧
茂
雪
裡
小
学

校
改
修
事
業
な
ど
の
財
源
と
し
て
６
億
１
１
０

万
円
の
借
り
入
れ
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
村
債
を
返
済
す
る
元
利
償
還
額
は
５

億
３
，１
６
５
万
円
で
あ
り
、
村
民
一
人
当
た

り
に
換
算
す
る
と
年
額
で
21
万
円
ほ
ど
の
返
済

額
と
な
り
ま
す
が
、
借
入
額
の
約
７
割
は
地
方

交
付
税
な
ど
に
算
入
さ
れ
る
仕
組
み
に
な
っ
て

い
ま
す
。

用
語
の
解
説

歳
入
（
１
年
間
の
す
べ
て
の
収
入
）

【
自
主
財
源
】
自
前
で
収
入
で
き
る
お
金

【
依
存
財
源
】
国
や
道
か
ら
交
付
さ
れ
た
り
、
借

り
た
り
す
る
お
金

【
使
用
料
及
び
手
数
料
】
公
営
住
宅
の
家
賃
、
公

共
施
設
の
利
用
料
、
各
種
証
明
に
よ
る
収
入
な

ど
【
財
産
収
入
】
村
の
土
地
・
建
物
の
貸
付
や
売
払

い
に
よ
る
収
入
な
ど

【
繰
入
金
】
各
種
基
金
を
取
り
崩
し
て
繰
り
入
れ

る
お
金
な
ど

【
地
方
交
付
税
】
所
得
税
な
ど
国
が
徴
収
し
た
税

金
の
中
か
ら
、
市
町
村
の
財
政
規
模
に
応
じ
て

配
分
さ
れ
る
お
金

【
村
債
】
公
共
施
設
の
建
設
な
ど
、
村
が
一
度
に

多
額
の
出
費
が
必
要
な
場
合
に
認
め
ら
れ
る
長

期
借
入
金

【
国
・
道
支
出
金
】
国
や
道
の
決
め
た
ル
ー
ル
に

あ
っ
た
仕
事
を
す
る
場
合
な
ど
に
、
必
要
な
費

用
の
一
部
ま
た
は
全
部
が
補
助
さ
れ
る
も
の

歳
出
（
１
年
間
の
す
べ
て
の
支
出
）

【
義
務
的
経
費
】
法
令
あ
る
い
は
性
質
上
支
出
が

義
務
付
け
ら
れ
た
お
金

【
投
資
的
経
費
】
道
路
や
建
物
の
建
設
、
用
地
の

購
入
な
ど
村
民
の
財
産
と
し
て
将
来
に
残
る
も

の
に
支
出
さ
れ
る
お
金

【
公
債
費
】
借
り
入
れ
た
村
債
の
返
済
に
充
て
る

お
金
で
、
元
金
の
返
済
金
と
そ
の
利
息

【
扶
助
費
】
医
療
給
付
費
や
障
が
い
者
へ
の
援
助

費
な
ど
福
祉
の
た
め
の
お
金

【
物
件
費
】
委
託
料
や
使
用
料
、
光
熱
水
費
、
燃

料
費
、
消
耗
品
、
備
品
購
入
費
な
ど

【
補
助
費
等
】
各
種
団
体
へ
の
補
助
金
や
交
付
金
、

保
険
料
、
謝
礼
金
な
ど

【
繰
出
金
】
特
別
会
計
の
収
支
不
足
額
に
対
し
て

繰
り
出
す
お
金
な
ど

■
基
金
等

■
村
債

基金等の積立額

村債の残額



５　令和４年５月号

○令和４年度　村の予算

令和４年度の新規事業など

幌呂環境改善センターを増築して整備

むらづくり会社設立支援出資金

景観審議会、アンケート調査他

運行委託、利用促進経費等

保育園バス１台更新

保育園・小中学校における給食費の無償化

ワクチン接種、接種体制整備経費

ゼロカーボン推進関連事業、基礎調査委託

災害時等対策、営農用貯水タンク整備支援

草地の電牧整備助成

村民の森キャンプ場電気設備等改修事業

新規開業･新分野進出・事業継続･観光推進支援のための
補助金

JAL共同の地域特産品開発、PR事業

護岸柵改修

急カーブ・急勾配の改良工事（平成29年度からの継続事
業）
R４より第２工区調査開始

鶴居市街１条通を延長し、新総合体育館周辺道路を新規
整備

歩道の拡幅、老朽化歩道の改修整備

住環境整備のため、民間賃貸住宅建設事業者に対する
補助金（戸あたり上限600万）

支幌呂地区に耐震性貯水槽を整備

上幌呂第３分団消防車両の更新

令和５年度工事開始に向けた実施設計等

ICT教育推進、機器設備管理、デジタル教材作成支援他

越冬個体数、ねぐら利用状況、歴史聞取り調査

令和3年度に建築主体工事を終えた新総合体育館の外構
工事、備品等整備

総合センター機能改善案作成・庁舎機能改善工事



令和４年５月号　６

　

４
月
７
日
、
村
内
の
小
中
学
校
５
校
で
入
学
式
が
執
り
行
わ
れ
、
新
た
な
学
校
生
活
へ
の
期
待
を
胸
に
新
一
年
生
が

入
学
し
ま
し
た
。

　

式
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
防
止
対
策
が
十
分
に
取
ら
れ
た
な
か
で
実
施
さ
れ
、
保
護
者
や
先
生
方

が
見
守
る
中
、
生
徒
た
ち
は
緊
張
し
た
様
子
を
見
せ
な
が
ら
も
凛
と
し
た
姿
勢
で
参
加
し
て
い
ま
し
た
。

村
内
小
・
中
学
校
入
学
式

◀
下
幌
呂
小
学
校

◀
鶴
居
小
学
校

◀
鶴
居
中
学
校

◀
幌
呂
小
学
校

◀
幌
呂
中
学
校



　

鶴
居
村
女
性
団
体
連
絡
協
議
会

の
白
田
さ
ゆ
り
会
長
、
藤
原
千
晶

監
事
、
小
泉
き
ぬ
子
監
事
か
ら
村

上
教
育
長
へ
手
作
り
の
雑
巾
が
寄

附
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
地
区
の
協
議
会
会
員
が
１
枚

１
枚
手
縫
い
で
作
製
し
た
雑
巾
は

村
内
各
小
・
中
学
校
の
校
内
清
掃

等
に
役
立
て
て
も
ら
う
こ
と
を
目

的
に
、
毎
年
同
協
会
か
ら
寄
附
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

雑
巾
の
大
き
さ
は
、
小
学
生
で

も
扱
い
や
す
い
小
さ
い
サ
イ
ズ
か

ら
、
中
学
生
と
大
人
が
使
え
る
大

き
い
サ
イ
ズ
の
2
種
類
を
用
意
し

て
お
り
、
白
田
会
長
は
「
校
内
清

掃
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
対
策
な
ど
に
役
立
て
て
欲
し
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

鶴居村女性団体連絡協議会より手縫
い雑巾の寄附

「鶴居村フォトコンテスト」開催
　

村
で
は
タ
ン
チ
ョ
ウ
、
湿
原
、
風
景
、
ど
さ
ん
こ
、
自
然
、
生
活
風
景
な
ど

村
な
ら
で
は
の
魅
力
あ
る
写
真
の
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

応
募
期
間
は
令
和
４
年
７
月
31
日
ま
で
で
、
最
優
秀
賞
に
は
３
万
円
相
当
の

村
の
特
産
品
が
贈
ら
れ
る
ほ
か
、
優
秀
賞
や
特
別
賞
も
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

応
募
方
法
は
メ
ー
ル
の

デ
ー
タ
応
募
と
イ
ン
ス
タ

グ
ラ
ム
を
経
由
す
る
応
募

方
法
が
あ
り
、
応
募
写
真

は
令
和
２
年
１
月
以
降
に

撮
影
し
た
も
の
に
限
ら
れ
、

ド
ロ
ー
ン
撮
影
や
合
成
写

真
な
ど
は
不
可
と
な
り
ま
す
。

　

詳
細
は
「
鶴
居
村
フ
ォ

ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
で
検
索
、

ポ
ス
タ
ー
に
掲
載
し
て
あ

る
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

役場・総合センターに新しい非常用
発電機を設置しました

　

災
害
発
生
時
、
災
害
対
策
本
部

が
設
置
さ
れ
る
役
場
庁
舎
に
お
い

て
、
業
務
継
続
が
必
要
な
こ
と
、

ま
た
、
総
合
セ
ン
タ
ー
は
、
中
心

的
な
役
割
を
担
う
指
定
避
難
所
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
冬
季
中
の
災
害

対
応
に
備
え
、
暖
房
設
備
を
含
め

た
施
設
全
体
を
維
持
す
る
発
電
能

力
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
新
し
い
非
常

用
発
電
設
備
を
総
合
セ
ン
タ
ー
西

側
の
屋
外
に
設
置
し
、
３
日
間
以

上
は
、
外
部
か
ら
の
電
力
供
給
が

な
い
場
合
で
も
、
独
自
に
施
設
全

体
の
電
力
供
給
を
維
持
で
き
る
よ

う
に
な
り
、
防
災
体
制
の
強
化
を

図
り
ま
し
た
。

北海道教育実践表彰で下幌呂小学校
藤野教諭表彰

　

優
れ
た
教
育
活
動
に
よ
り
大
き

な
成
果
を
上
げ
、
本
道
の
学
校
教

育
の
向
上
に
大
き
く
貢
献
し
て
い

る
公
立
学
校
を
表
彰
す
る
「
北
海

道
教
育
実
践
表
彰
」
で
村
内
の
下

幌
呂
小
学
校
に
勤
務
す
る
藤
野
和

明
教
諭
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

藤
野
教
諭
は
、
鶴
居
村
等
の
小

学
校
外
国
語
等
巡
回
指
導
教
員
と

し
て
、
村
内
等
の
研
修
会
の
講
師

を
努
め
る
な
ど
他
の
模
範
と
な
り
、

保
護
者
や
指
導
員
等
と
連
携
を
図

り
、
管
内
等
の
小
学
校
の
外
国
語

教
育
の
振
興
と
充
実
に
大
き
な
成

果
を
上
げ
て
い
る
こ
と
が
評
価
さ

れ
受
賞
し
ま
し
た
。

　

藤
野
教
諭
は
「
表
彰
さ
れ
て
非

常
に
う
れ
し
い
、
こ
れ
か
ら
も
頑

張
っ
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し

た
。

７　令和４年５月号



消防署からのお知らせ消防署からのお知らせ 第２回 鶴居村防火標語「大丈夫　火災報知器　何年目？」
令和４年度 全国統一防火標語「お出かけは マスク戸締り 火の用心」

　３月２３日、鶴居村役場において日本消防協会定例表
彰「竿頭綬」の伝達式が執り行われました。
　鶴居消防団を代表して松井廣道団長が北海道消防協会
平井勇光会長（日本消防協会副会長）より伝達授与され
ました。

日本消防協会定例表彰「竿頭綬」とは
　厳正な規律を保持し熟達した技能を有し、かつ、
平素から消防の使命を達成することに努めており、
他の模範となる消防団に授与される表彰です。

日本消防協会定例表彰「竿頭綬」を受賞

　金岩　鷹哉（かないわ　たかや）２２歳　鶴居村出身
令和４年４月１日、鶴居消防署予防救急課予防広報係を拝命。「これから鶴居消防署の
一員として村民の皆様の生命、財産を守るため頑張りますのでよろしくお願いします。」

鶴居消防署新採用職員について

毎年、鶴居消防署では「鶴居消防連合後援会」の協賛により、村内の
各小学校に入学する新一年生に学ぶ意欲と火災予防への意識を持っても
らうことを目的に入学記念品を贈っています。今年も新一年生２６名に
消火器のり・消火器消しゴム・ファイルケースを贈りました。

新一年生に火災予防啓発品の配布

　これからの季節は空気が乾燥し火災が発生しやすくなります。昨年、
村内で発生した火災の３分の１は庭などでのゴミ焼きにより発生して
います。山際での出火もあり大変危険な状況もありました。乾燥した
枯草などに火が付くと瞬く間に燃え広がり、大規模な山火事になるお
それがあります。
　ゴミ焼きやタバコのポイ捨てなど、小さな火から火災は発生しますので絶対にしないようにしましょう。

ゴミ焼きは法律で禁止されています！

山火事に注意！

　鶴居消防署では５月中に住宅用火災警報器の設置状況調査を実施します。
　調査方法は今回対象地域（茂雪裡地区）の世帯をランダム（無作為）に選び、職員が電話により行い
ます（調査時間帯９時～１９時）。機器が設置されている場合には実際に動作確認をして頂きますので
ご協力をお願いします。
　なお、住宅用火災警報器の設置は火災予防条例で義務付けられています。まだ設置されていないご家
庭はすぐに設置しましょう。
　また、義務化から１０年が経過しました。現在設置されている機器本体・電池の寿命がおよそ１０年
といわれており、既に警報器を設置しているご家庭では作動点検の確認を行い維持管理に努めましょう。

住宅用火災警報器の設置率調査について（お願い）

一般社団法人　日本火災報知機工業会のホームページ（https://www.kaho.or.jp/pages/top/）をご覧
いただくと、住宅用火災警報器の奏功事例、警報器のブザー音や警報器の交換診断シートや取り換
え方法など様々な情報が掲載されていますので確認してみてください。

令和４年５月号　８



5月31日は世界禁煙デーです！
禁煙週間　5月３１日（火）～6月６日（月）

ＷＨＯは、喫煙者は非喫煙者と比較して、新型コロナウイルス感染症で重症となる可能
性が高いことを報告しています。新型コロナウイルス感染症予防の感染対策とともに、
たばこをやめることも考えてみませんか。

北海道の喫煙率は全国一、肺がんの死亡率も全国一（※）
　鶴居村では特に女性における喫煙者割合が全国や同規模市町村と比べても高い傾向にあります（※※）。喫煙による
健康被害については、がん、COPD（慢性閉塞性肺疾患）などの呼吸器疾患、心疾患・脳卒中などの循環器疾患等が
あります。また、受動喫煙により周囲の人にも健康への悪影響が及びます。妊婦や赤ちゃん、子どもへの影響とし
て、流産、乳幼児突然死症候群、気管支喘息、身体発育の低下などがあります。
　喫煙によって壊れてしまった肺はもとの元気な肺には戻りません。何年タバコを吸っていようとも、この時、こ
の時点での肺が、その後の人生の中で「一番元気」な肺であり、「今がやめ時」です！あなたとあなたの周りのか
けがえのない「肺」を守りましょう！
（※）公益財団法人　北海道健康づくり財団喫煙率低下事業検討会（2019.3）
（※※）令和2年度北海道健康増進計画指標調査事業

「たばこと私たちの健康～すこやかに生きよう～」
　＠　鶴居小学校

　　　　　　　　　　釧路保健所による「未成年喫煙予防講座」
　令和4年3月１１日、6年生の保健「喫煙の害」の授業時間で釧路保健所の方に
よる講座が行われ役場保健師も一緒に参加しました。視覚的に理解できるタバコ
の害や喫煙を勧められた時の実際の断り方等の話があり、喫煙予防について子ど
もたちは熱心に学んでいました。

♦♦♦授業後の生徒の感想と家族へのメッセージを一部ご紹介いたします♦♦♦
・タバコがここまで体に悪かったなんて知らなかった。より、タバコは吸わないようにしようと思った。
・大人でもタバコを吸っている人は、血管がすごく細くなったり、通らなくなったりすることがわかった。
・タバコは吸っている人以外のほうが受ける影響が思ったより多くてびっくりしました。
・タバコは体に悪いし、タバコを吸って将来つらい人生を送るのは嫌だから、しっかり学べて良かったです。
・タバコは体に悪い事しかない事を知った。吸ってなくても受動喫煙になってしまうのが嫌だなと思った。
・タバコは絶対にやめた方がいいと分かった。一回でも吸うと肺の色が変わってしまい、血管が収縮されるこ
ともあるからやめた方がいいと思った。タバコを知らない明るい未来にしていきたい。
＜家族へのメッセージ＞
「あまりタバコを吸いすぎないでね。癌とかになったら大変になるから。
苦しんでいる姿は見たくないから吸いすぎないでね」
「タバコは体に悪いから吸わないようにしようね、自分も吸わないから。それにお金が無駄だから」
「タバコは大人でも危ないからやめた方がいい」「パパにタバコをやめてほしいです」

３歳児歯科表彰　虫歯のない子
令和４年３月に行われた３歳児健診で「虫歯のない子」として表彰されたお子さんです。

支雪裡　千
ゆ ば

葉悠
ゆ う き

生 鶴居市街　奥
おくやま

山結
ゆ い な

心下幌呂　石
いしづか

塚えま 下幌呂　石
いしぐろ

黒友
ゆ う ひ

陽中久著呂　菱
ひしぬま

沼 陸
りく

保健福祉課健康推進係　　　（☎0154-64-2116）
鶴居村地域包括支援センター（☎0154-64-2999）おお元元気気ですかですか保保健健師師でですす

９　令和４年５月号



税　
　

金

軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
の
納
期
限
は

５
月
31
日
で
す
。

　

鶴
居
村
軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
は
地
方

税
法
及
び
鶴
居
村
税
条
例
に
基
づ
き
、
令
和

４
年
４
月
１
日
に
お
い
て
鶴
居
村
内
に
定
置

す
る
軽
自
動
車
を
所
有
す
る
方
が
鶴
居
村
に

納
め
る
税
金
で
す
。

　

軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
は
、
軽
自
動
車

等
（
原
動
機
付
自
転
車
、
軽
自
動
車
、
小
型

特
殊
自
動
車
、
二
輪
の
小
型
自
動
車
）
を
所

有
す
る
方
に
対
し
て
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

４
月
２
日
以
降
に
他
市
町
村
へ
転
出
さ
れ

た
場
合
で
も
、
そ
の
年
度
は
鶴
居
村
へ
納
め

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
年

度
途
中
に
廃
車
さ
れ
て
も
、
そ
の
年
度
は
課

税
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
軽
自
動
車
税
（
種
別

割
）
は
年
税
で
す
の
で
、
税
金
の
月
割
り
還

付
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

納
期
限
（
令
和
４
年
５
月
31
日
）
ま
で
に

納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
合
せ
先

　

役
場
住
民
生
活
課
税
務
係

　

☎
０
１
５
４

－

64

－

２
１
１
３

年　
　

金

農
業
者
年
金
に
加
入
し
ま
せ
ん
か
？

　

農
業
者
年
金
は
、
農
業
者
の
老
後
所
得
の

充
実
を
図
る
た
め
の
公
的
年
金
制
度
で
す
。

経
営
主
だ
け
で
な
く
、
夫
婦
や
後
継
者
み
な

さ
ん
で
加
入
す
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
て
い

ま
す
。

●
農
業
者
の
方
な
ら
広
く
加
入
で
き
ま
す
。

　

年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事
す
る
60
歳
未

満
の
方
で
、
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
の

方
（
国
民
年
金
の
保
険
料
納
付
免
除
者
を
除

く
）
で
あ
れ
ば
、
ど
な
た
で
も
加
入
で
き
ま

す
。

●
少
子
高
齢
時
代
に
強
い
積
立
方
式
・
確

定
拠
出
型
の
年
金
で
す
。

　

自
ら
積
み
立
て
た
保
険
料
と
そ
の
運
用
益

に
よ
り
将
来
受
け
取
る
年
金
額
が
決
ま
る
積

立
方
式
・
確
定
拠
出
型
で
す
の
で
、
少
子
高

齢
時
代
で
も
非
常
に
安
定
的
な
財
政
方
式
の

年
金
で
す
。
毎
年
度
の
積
立
・
運
用
の
状
況

は
農
業
者
年
金
基
金
か
ら
全
て
の
加
入
者
に

個
人
ご
と
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で

の
運
用
実
績
は
制
度
発
足
以
降
、
令
和
2
年

度
ま
で
の
19
年
間
の
平
均
運
用
利
回
り
で
年

２
．９
７
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
保
険
料
は
自
由
に
決
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

保
険
料
は
月
額
２
万
円
〜
６
万
７
千
円
の

間
で
、
千
円
単
位
で
自
由
に
決
め
ら
れ
、
経

営
状
況
や
家
計
の
状
況
に
応
じ
て
い
つ
で
も

見
直
せ
ま
す
。

●
終
身
年
金
で
す
。
80
歳
前
に
亡
く
な
ら

れ
た
場
合
は
、
死
亡
一
時
金
が
あ
り
ま
す
。

　

年
金
は
終
身
受
給
で
き
ま
す
。
加
入
者

や
受
給
者
が
80
歳
前
に
亡
く
な
ら
れ
た
場

合
は
、
死
亡
し
た
翌
月
か
ら
80
歳
到
達
月

ま
で
に
受
け
取
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
農
業

者
老
齢
年
金
の
、
死
亡
時
の
現
在
価
値
相

当
額
が
、
死
亡
一
時
金
と
し
て
ご
遺
族
に

支
給
さ
れ
ま
す
。

●
税
制
面
の
優
遇
措
置
が
あ
り
ま
す
。

　

保
険
料
は
全
額
が
社
会
保
険
控
除
の
対
象

で
、
支
払
わ
れ
る
年
金
に
も
公
的
年
金
等
控

除
が
適
用
さ
れ
ま
す
。
死
亡
一
時
金
は
非
課

税
で
す
。
農
業
者
年
金
基
金
が
保
険
料
を
運

用
し
て
得
ら
れ
る
収
益
（
保
険
料
の
運
用
益
）

も
非
課
税
で
す
。

●
保
険
料
の
国
庫
補
助
が
あ
り
ま
す
。

　

２
万
円
の
保
険
料
の
支
払
い
が
難
し
い
場

合
は
、
保
険
料
の
国
庫
補
助
の
仕
組
み
が
あ

り
ま
す
。
国
庫
補
助
を
受
け
る
に
は
認
定
農

業
者
で
青
色
申
告
者
等
の
一
定
の
要
件
が
必

要
で
す
。

●
問
い
合
せ
先

　

村
農
業
委
員
会
事
務
局

　

☎
０
１
５
４

－

64

－

２
１
１
４

牛
乳
消
費
拡
大

牛
乳
消
費
拡
大
Ｐ
Ｒ
事
業
「
輝
（
ひ

か
り
）
の
し
ず
く
（
滴
）」
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
始
動

　

生
乳
生
産
者
を
は
じ
め
と
し
た
酪
農
乳
業

関
係
者
は
、
生
乳
を
「
一
滴
」
も
こ
ぼ
さ
ず

に
処
理
す
る
こ
と
が
共
通
の
認
識
で
あ
り
、

生
乳
廃
棄
な
ど
の
危
機
的
状
況
を
回
避
す
る

た
め
、
全
て
の
関
係
者
が
全
力
を
尽
く
す
覚

悟
で
牛
乳
の
消
費
拡
大
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

村
で
は
、
こ
う
し
た
状
況
を
広
く
地
域

や
住
民
の
み
な
さ
ま
に
理
解
し
て
い
た
だ
き
、

共
通
の
認
識
を
も
っ
て
こ
の
正
念
場
を
乗

り
切
り
、
未
来
あ
る
、
希
望
に
満
ち
た
光

り
輝
く
酪
農
振
興
を
目
指
し
て
、「
輝
の
し

ず
く
（
滴
）」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ

ま
し
た
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
村
商
工
会
や

観
光
協
会
を
は
じ
め
、
村
を
代
表
す
る
主
要

な
団
体
に
も
ご
協
力
い
た
だ
き
、
独
自
の
牛

乳
消
費
拡
大
Ｐ
Ｒ
事
業
を
推
進
し
て
い
き
ま

す
。

●
問
合
せ
先　

村
産
業
振
興
課

　

☎
０
１
５
４

－

64

－

２
１
１
４

みんなの掲示板
人口の動き
（前月比）
※令和４年３月末時点

総人口 2,473人（－15）

　男性 1,236人（－12）

　女性 1,237人（－３）

うち外国人人口

 34人（±０）

世帯数 1,194世帯（－１）

死亡事故ゼロの日
2,331日（３月末時点）
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そ　

の　

他

畑
・
採
草
放
牧
地
の
賃
借
料
情
報
の

提
供
に
つ
い
て

　

農
地
法
及
び
農
業
経
営
基
盤
強
化
法
に
基

づ
き
令
和
３
年
度
の
賃
借
料
水
準
を
提
供
し

ま
す
。

「
色
々
な
活
動
を
通
じ
て
、
地
域
の
方
々
と

交
流
を
深
め
て
い
き
た
い
で
す
」

役
場
新
規
採
用
職
員
の
紹
介

　

４
月
１
日
付
け
で
３
名
が
役
場
職
員
と
し

て
採
用
さ
れ
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

村
派
遣
職
員
の
紹
介

　

４
月
１
日
付
け
で
、
北
海
道
と
の
職
員
派

遣
制
度
に
よ
り
１
名
が
着
任
し
ま
し
た
の
で

紹
介
し
ま
す
。

鶴居村賃借料情報（令和３年度集計）

●畑・採草放牧地　単位：円（10a当たり）

地域名 平均額 最高額 最低額 筆数

雪裡地域 2,900 5,300 900 208

幌呂地域 2,700 4,600 1,000 190

久著呂地域 2,300 3,100 900 26

坡
は

下
もと

恒
こう

基
き

警部補
（帯広市出身）

長岡 　翼
総務課
情報推進係
兼管財係

小玉聖亜斗
産業振興課
商工観光係

川村　公基
総務課

主任専門員
（再任用）

澤井　亨欣
産業振興課
参事

鶴
居
駐
在
所
に
坡
下
恒
基
警
部
補
が

着
任

　

４
月
１
日
付
け
で
、
坡は

下も
と

恒こ
う

基き

警
部
補
が

着
任
し
ま
し
た
。（
前
任
地
：
帯
広
警
察
署
）

●
坡
下
警
部
補
か
ら
一
言

「
村
長
へ
の
手
紙
」の
回
答
に
つ
い
て

・
手
紙
の
内
容

　

今
冬
は
、
早
朝
か
ら
鹿
を
駆
除
す
る
銃

声
に
驚
か
さ
れ
る
事
が
度
々
あ
り
ま
し
た
。

　

美
し
い
村
鶴
居
村
は
豊
か
な
自
然
の
中

で
丹
頂
や
鹿
、
鳥
た
ち
と
人
が
共
に
生
き

る
環
境
を
作
っ
て
こ
そ
、
真
の
美
し
い
村

と
言
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
共

に
生
き
る
方
法
を
模
索
し
て
欲
し
い
と
思

い
ま
す
。

・
村
の
回
答

　

近
年
、
エ
ジ
シ
カ
に
よ
る
農
林
業
被
害

が
急
激
に
増
加
し
、
北
海
道
が
主
体
と
な

っ
て
計
画
的
に
頭
数
の
管
理
を
進
め
て
き

て
お
り
ま
す
が
、
鶴
居
村
を
含
め
た
北
海

道
東
部
の
エ
ゾ
シ
カ
の
生
息
数
は
過
密
状

態
に
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
結
果
、
釧
路
湿
原
で
は
植
生
の
荒

廃
が
み
ら
れ
、
丘
陵
地
に
お
い
て
は
樹
皮

剥
ぎ
に
よ
る
樹
木
の
枯
死
や
地
表
植
生
の

裸
地
化
に
よ
る
土
壌
侵
食
等
が
確
認
さ
れ

て
お
り
、
ま
た
、
村
内
に
お
け
る
野
生
動

物
に
よ
る
農
林
業
被
害
額
は
令
和
２
年
度

で
８
，３
４
６
万
円
と
な
り
、
年
々
被
害

額
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
村
と
し
て

は
、
多
種
多
様
な
動
植
物
が
共
存
す
る
環

境
の
維
持
と
農
林
業
被
害
の
防
止
を
行
う

観
点
か
ら
、
取
組
み
の
一
つ
と
し
て
捕
獲

活
動
を
維
持
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

一
方
、
捕
獲
以
外
の
取
組
と
し
て
、
電

気
柵
の
設
置
な
ど
で
農
林
業
被
害
を
軽
減

す
る
こ
と
の
ほ
か
、
野
生
動
物
に
と
っ
て

餌
と
な
る
人
間
活
動
で
発
生
す
る
誘
引
物

の
管
理
や
除
去
な
ど
、
人
と
動
物
の
環
境

の
住
み
分
け
に
努
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
、
行
政
の
対
応
だ
け
で
は
不

十
分
で
あ
り
、
村
民
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に

よ
っ
て
達
成
さ
れ
る
対
策
で
あ
り
ま
す
。

　

村
と
し
て
も
、
引
き
続
き
関
係
機
関
な

ど
と
連
携
し
な
が
ら
、
対
応
に
注
力
し
て

い
き
ま
す
。

11　令和４年５月号

 凍原社４月句（俳句）

ミ
ヤ
ノ

ち
え
こ

公

子

春
夢
子

和

子

紀
代
子

恒

子

老
木
の
幹
一
輪
の
花
力

花
や
花
釧
路
の
花
見
ず
っ
と
先

小
さ
き
手
握
り
て
散
歩
母
子
草

ひ
さ
び
さ
の
色
あ
る
花
や
今
朝
の
庭

花
吹
雪
ざ
わ
め
き
起
き
る
野
立
席

職
卒
業
花
束
に
泌
む
四
十
年

ク
ロ
ッ
カ
ス
こ
ぼ
る
る
ば
か
り
花
ざ
か
り



新刊案内 鶴居村図書館だより

紹介している本は4/27（水）から利用できます。

●開館時間……10：00～ 18：15
●休 館 日……5月の休館日は5/31（火）です。5月の休館日は5/31（火）です。
●貸し出し……【本・雑誌・紙芝居】　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　２週間（１人10冊まで）

【CD・VTR・DVD】
　　　　　　　　　２週間
　　　　　　　　　（CD３点、VTR２点、DVD１点まで）

うまれることば、しぬことば シャルロットのアルバイト

ブレーメン通りのふたご なみだがぽとり

飛田和緒　著
　メインのおかずをボリュ
ームアップしたり、ご飯や
麵にのせたり…。塩キャベ
ツ、大根のだし煮など、そ
のままでおいしく、アレン
ジもできる“おかずの素”
を紹介。

近藤史恵　著
　シャルロットは7歳の雌の
ジャーマンシェパード。お
利口だけれど、普段はのん
きな元警察犬。彼女といる
と、いろんな事件に遭遇し
て…。犬と暮らす喜びに満
ちたコージーミステリー。

蓼内明子　作
井田千秋　絵

　小学5年生のマキとカツラ
は二卵性のふたご。両親を
亡くしおたがいを支えてい
たふたりだが、おばあさん
のふたご、まりあとえりあ
に関わり、しだいに心が前
に進んでいき…。

日本作文の会　編
北原明日香　編

　わたしはひみつのことや 
いやなことがあると心の中
にひみつのとびらをつくり
ます（「ひみつのとびら」よ
り） 子どもたちが、自分の
抱えている様々な気持ちを
素直に綴った詩集絵本。

酒井順子　著
　「陰キャ」と「根暗」はど
う違う? 「生きづらさ」とは
? 知らぬ間に生まれ、気が
つけば禁句。「ことば」にま
つわるモヤモヤの原因に迫
る、ポリコレ時代の日本語
論。

JTBパブリッシング　編
　いざ、憧れの北の聖地へ! 
サウナ旅の目的にぴったり
な北海道の施設を37件紹介。
人気サウナ番組「&sauna」
のロケ密着レポートも収録。

素材1つで作りおく　ひだめしの素 るるぶサ活　北海道サウナガイド

鶴居刊案内 鶴新刊
館内利用について

新型コロナウイルス感染予防のため、図書
館・ふるさと情報館をご利用の方は手洗い
や消毒、マスク着用等のご協力をお願いい
たします。また、発熱がある等、体調不良
の方はご利用をお控えいただきますようお
願いいたします。

令和４年５月号　12



鶴居 タンチョウ 検索

原　田　　　修
鶴居・伊藤タンチョウサンクチュアリ

〒085－1205 鶴居村中雪裡南　☎64-2620／FAX64-2239

13　令和４年５月号

レンジャーが交代しました
　この春、サンクチュアリのレンジャーが交代しました。この紙面上で２人のご挨拶を掲載させていた
だきます。新体制となったサンクチュアリを、今年度もどうぞよろしくお願いいたします。

＜離任の挨拶　田島 奏一朗＞
　このたび、退職に伴い鶴居村を離れ、地元の鹿児島に戻ることになりました。村内で過ごした４年間
はあっという間でした。村へ来た当初は、広大な土地をはじめ自然のスケールの違いに驚いたことが印
象に残っています。大好きな野鳥たちとの素敵な出会いも、沢山ありました。このような素晴らしい自
然が広がる中で、タンチョウの保護活動に携われたことを誇りに思います。温暖な地域で育った私にとっ
て、初めて迎えた冬は試練でした。厳しい寒さになかなか慣れず、タンチョウと同じく越冬するのに必
死だったことも、今となっては忘れられない体験です。振り返ると楽しい思い出ばかりなのは、豊かな
自然環境だけでなく、なによりも温かい村民の皆さんに囲ま
れて過ごすことができたからだと感じています。
　鶴居村は第２の故郷となりました。村を離れるのは少々寂
しいですが、今後もタンチョウの魅力や自然の素晴らしさを
情報発信し続けることが、自分の役目だと思っています。地
元の多くの方に足を運んでもらえるよう、PRしていきます。
また、私自身も沢山の仲間を連れて、遊びに来たいと思いま
す。４年間、大変お世話になりました。本当にありがとうご
ざいました。

＜着任の挨拶　田中美晴＞
　４月に着任した田中美晴です。私は幼い頃から生き物が大好きで、将来の夢は動物の飼育員になるこ
とでした。このため、動物飼育の専門学校に入学し、卒業後に東京都にある多摩動物公園で主に外国産
トキ類（ショウジョウトキやホオアカトキなど）の飼育担当をしていました。繁殖期には、トキやクロ
ツラヘラサギなどの希少種の人工育雛にも携わっていました。動物園での希少種の保全活動を「域外保
全」と呼びますが、対して生息地での保全活動である「域内保全」にも携わりたいと思い、日本野鳥の
会に入局し、鶴居村へとやって来ました。
　私の出身地は千葉県です。このため、千葉県の環境とは異
なる北海道での生活は、不安もたくさんあります。ですが、
初めて野生で観るタンチョウの美しさをはじめ、聴いたこと
のない鳥の声や、雄大な自然に囲まれる日々を過ごせること
に、ドキドキワクワクでいっぱいです。何より、タンチョウ
の保護活動に携われることをとても嬉しく思っています。慣
れない北海道生活の中、鶴居村の皆さまにはいろいろ学ばせ
て頂くことも多いと思いますが、一生懸命頑張りたいと思い
ますので、どうぞよろしくお願いいたします。

シリーズ

タンチョウ
Vol. 328

給餌場で解説をする田島レンジャー

はじめまして、私が田中美晴です
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鶴
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今月号の表紙

寄　付
鶴居市街　室井　久夫　様

村勢の振興発展のため　100,000 円

ふるさと納税（３月分）
　　220 件　2,523,000 円

５月のイベント

フェイスブックツイッターインスタグラム ユーチューブ

編集後記
　５月に吹く風は、森からの若葉の香りが含まれて、緑の風を運ぶことを見立て「風薫る」と表現する
ようです。４月と合わせ、「４月の風は光り、５月の風は薫る」と言われています。北海道はあっという間
に夏が来てしまうので今だけ感じることが出来る春の陽気は特別に感じますね。５月になれば桜前線も
やっと北海道にやってきてお花見の時期も来ますね。ちなみに５月10日頃が釧路周辺地域の桜が満開
になる予想です。

記

日時：５月９日（月曜日）10：00～

第２回鶴居村議会臨時会

場所：役場２階　議場

――――――――――――――――――

日時：５月10日（火曜日）7：00～

幌呂パークゴルフ場オープン

場所：幌呂パークゴルフ場

――――――――――――――――――

日時：５月14日（土曜日）10：00～

わんぱくアドベンチャークラブ

場所：ふるさと情報館　みなくる

――――――――――――――――――

日時：５月17日（火曜日）13：30～

自治会長・農事組合長会議

場所：役場２階　第１・２会議室

――――――――――――――――――

日時：５月17日（火曜日）15：00～

鶴居村自治会連合会総会

場所：役場２階　第１・２会議室

――――――――――――――――――

日時：５月20日（金曜日）9：00～

寿大学

場所：鶴居村総合センター他

――――――――――――――――――

日時：５月29日（日曜日）8：24～

春季村民ゴルフ大会

場所：風林カントリークラブ

　鶴居保育園で執り行われた鶴居保育園卒園式（３月
25 日）と入園式（４月６日）の写真です。卒園式では
25 名の園児が卒園し、４月からは小学生の仲間入りし、
入園式では８名の園児が新たに保育園に通うこととな
りました。園児たちはいつもと違う保育園の雰囲気の
中、緊張の面持ちでしたが名前を呼ばれると元気な返
事で答えたりとこれからの新生活に力強い第１歩を踏
み出していました。

地域おこし協力隊の活動はこちらから


